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1. Introduction 

 多くのテラヘルツ波応用において実用的なリアルタイム分光器が求められている。我々は

これまでに光注入型テラヘルツ波パラメトリック発生器(is-TPG)からの 5 波長同時発生によ

るリアルタイム測定を実証した[1]。しかし、従来の手法では発生する波長と同数のシード光

源が必要であり、波長制御やサイズが制限され、波長数を大きく増やせなかった。そこで、

本研究では波長を高速に切り替えることができる外部共振器型半導体レーザー（ECDL）を開

発し、is-TPGのシード光源として導入しテラヘルツ波分光を試みた。 

2. Result 

 開発した ECDL を用いた高速可能な is-TPG の実験系を Fig.1 に示す。今回、ECDL に波長

セレクタとして Digital Micromirror Device (DMD)を導入した[2]。本 ECDLでは、回折し空間

分離された光を DMD 上の微小ミラーで選択することで、発振波長を任意に切り替えること

ができる。検出では、THz波を近赤外光にアップコンバートし、カメラで検出した。 

複数の試薬の吸収線に合わせて発生波長を 5 つ選択し、分光測定を行なった。測定結果の

内、紙箱中に隠した Al(OH)3、グルコースを THzの経路に挿入したときの検出光変化を Fig. 2

に示す。各試薬の吸収スペクトル線に応じて、テラヘルツ波の吸収変化が確認できた。以上

より、波長を高速に切り替えることで、安定的かつ高ダイナミックレンジのリアルタイム分

光を実現した。 
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Fig. 1 Rapid wavelength-tunable is-TPG using a developed 

external cavity diode laser with Digital Micromirror Device 

(DMD). 

 

Fig.2 Detection beams (upper), and reference 

spectrum of the samples (lower). 
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